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戦略的資本・業務提携に関するお知らせ 

 

当社は、平成 30 年６月 14 日開催の取締役会において株式会社丸和運輸機関（以下、丸和運輸機関）

との間で戦略的資本・業務提携に関する基本合意書を締結することを決議いたしましたので、下記の 

とおりお知らせいたします。 

 

記 

 

 

１．資本・業務提携の背景及び目的 

当社及び丸和運輸機関は、双方の有する経営資源、ビジネスモデル、ネットワーク等を相互に活用

することで、事業の補完関係のみならず経営環境の変化に対して、新たな市場の創出や付加価値の高

いサービスの提供、海外での事業展開といった、持続的な成長に向けた取組みが必要と考え、既存事

業の領域を超えた独自性のある新しいポジションの構築を目指し、協業体制の検討を進めて行くこと

を確認いたしました。 

当社は、３ＰＬ事業、物流拠点間の幹線トラック便の求貨求車マッチング事業、人材派遣事業を中核事

業として、国内外で事業基盤を拡大させており、全国の物流パートナー企業と一体となった輸配送ネット

ワークを築くことで、お客様に高品質な物流サービスを提供しております。 

一方、丸和運輸機関は、全国を基盤に小売業に特化した３ＰＬに加えて「桃太郎便」ブランド及び  

ＡＺ－ＣＯＭ丸和・支援ネットワークによる全国輸送網を持ち、更にはＥＣ宅配事業を首都圏で開始

し、鉄道輸送を含めた幅広い分野で多くのお客様との接点を有しております。 

両社が協働することにより、当社は丸和運輸機関が展開する各種物流事業を通じて、事業の拡大強

化を図り、丸和運輸機関は、強固な物流パートナー網を国内に有する当社と連携することにより、既

存の物流事業強化はもちろん、両社が取引をしている物流パートナー企業に対するサービス向上につ

ながるものと考え、今回の合意に至りました。 

 

２．資本提携の内容 

両社は、相互の関係をより強固なものとするため、相互に株式を保有することについて合意いたし

ました。両社は平成30年９月末日までに、各々５億円を目安に相互に株式を取得する予定です。 

 

 

 



３．資本・業務提携の相手先の概要 

会社名  ：株式会社丸和運輸機関     http://www.momotaro.co.jp/ 

 代表者  ：代表取締役社長 和佐見 勝 

 所在地  ：埼玉県吉川市旭７番地１ 

 事業内容 ：サードパーティ・ロジスティクス（３ＰＬ）事業、ロジスティクスコンサルティング

事業、運輸事業、オンデマンド・文書保管事業 

 

４．今後の見通し 

本提携が当期の連結業績に与える影響は軽微でありますが、中長期的には両社の業績及び企業価

値の向上に資するものと考えております。なお、開示すべき事項が発生した場合には速やかに開示

いたします。 
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